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 四年制大学の看護学生における職業準備性 
 
森美春１ 西山ゆかり１ 木戸久美子２  
 
1 基礎看護学講座 ２附属病院  
 
要 旨  
四年制大学の看護学生126人を対象に、専門職としての職業準備性がどのように整うのか明らかにするために質問
紙調査を行った。その結果8割は看護職に限定して志向し、その魅力と感じるところは、1)人々とのふれあい、2)新
しい知識、3)健康への貢献であった。看護師希望ではない2割の学生は学習体験により、専門職としての知識・技術
を身につけようとする姿勢を持つことがわかった。従って職業準備性が整ううえで入学後の学習体験の影響が大きい
と考える。また『理想の看護師像』の記述からは、1) 専門職者としての特性を理解する段階、2) 看護の専門的知識
を習得し看護の方法を理解する段階、3) 理想の看護職としてあるべき自己の姿を明確化する段階の3つのプロセスが
伺えた。この3つの段階を追って学生の職業準備性が整えられると考えるならば、看護の基礎教育の内容が最も身に
付きやすい学生時代の4年間で看護職への関心、限定性、現実性、主体性をいかに高めるのかが重要となる。それに
は学生が目指す『理想の看護師像』をより具体的に描けるような教育方法や創造的な授業が必要であると考える。 
キーワード：四年制大学，看護学生，職業選択理由，職業準備性，理想の看護師像 
 
はじめに 
我が国では、大学卒業後の就職率は55.8%1）と低く、
定職を持たずにアルバイトなどの一時的な仕事に就く
人が 2 万 4777 人（2004 年）と多い。これには雇用が
減少している経済のあり方が大きな原因であるが、そ
ればかりではない。若者が定職を希望しない傾向にあ
ること 2)の報告がある。いまや若者の就職に対する意
識は変化の過程にあるといってよいだろう。一方看護
学生の就職率をみたところ、89％と高い 3）。専門性の
ある大学を選択した以上、この数値は当然といえる。
しかし看護学生が看護職に就くことに、現実感を持っ
て捉えるようになるのは、一体いつ頃なのであろうか。
また看護を自分の職業として決定する、もっとも大き
な理由は何であろうか。そうした看護職への意識のあ
りようは、入学から卒業までの間にどのような変化を
みるのであろうか。看護学生はどのような看護師を理
想とし、その理想像は何の影響を大きく受けて創られ
るのであろうか。これらの問に取り組むことは、学生
時代に専門職に就くことに対しての準備がどのように
なされるのか、すなわち看護職への準備性を明らかに
することになる。準備性が明らかになれば、看護職に
就くことへの関わりを、よりよく、計画的に行うこと
ができる。本研究では、看護学生のこうした職業準備
性を明らかにするために、4 年制大学に在籍する看護
学生を対象に質問紙調査を行い、その実態から職業準
備性が整えられる過程と教育の方向性を示唆する。 
研究方法 
調査対象者および方法 
S 国立医科大学医学部看護学科（現国立大学法人）
に在籍する全学生を対象として、研究資料にすること
を説明し、調査の主旨に同意の得られた、男女合わせ
て260人に質問紙を配布した。回答の得られた131人
のうち、有効回答126人(1年生25人、2年生17人、3
年生41人、4年生35人、学年不明8人)を分析対象と
した。 
四年制大学を対象としたのは、S 国立医科大学医学
部看護学科が県内唯一の4年制看護学科として卒業生
を輩出し、70名定員の卒業生の動向は、就職者87%、
進学者13%（平成11～15年）であり、看護大学卒業生
の就職率の全国平均とほぼ同率であるからである。 
調査期間は平成15年 9月～10月 であり、1･2年生
は 1 週間の院外・院内見学実習を体験している。3 年
生はそれに加えて 2～3 週間の看護学実習を体験して
いる。4 年生は卒業に必要な看護学実習をすべて体験
している。 
 
調査内容 
 本研究の質問紙は、看護職への準備性、すなわち看
護職への関心、現実性、限定性、主体性をみるために、
若林ら４）の職業レディネス尺度を参考として、表１に
示すⅠ職業選択・決定についての価値観、Ⅱ看護職に
ついての関心・認める価値、Ⅲ理想の看護師像の3部
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 から構成した。ⅠとⅡの各項目について、「とても当て
はまる」「あてはまる」「どちらかといえばあてはま
る」「あまりあてはまらない」「あてはまらない」の 5
段階で回答を求めた。それら5段階の選択肢に、5，4，
3，2，1 を得点として与えた。Ⅲは自由記載および選
択肢からの回答とした。自由記載内容の分析は、KJ法
を用いた。 
 
表１  質問紙の構成 
Ⅰ 職業選択・決定についての価値観 
 A． 職業選択は人生において価値が大きい 
 B． 職業選択は納得いく判断が大切 
 C． 職業は運による 
 D. 就職についての話題が気になる 
 E． 何をしたいかわからない為自分を見つめ直し決めたい 
 F． 職業選択について考える暇がない 
 
Ⅱ 看護職についての関心・認める価値 
＜1．医療・看護に対する関心＞ 
A． 医療関連ニュースを気にしている 
B． 看護の話題が気になる 
C． 看護職に就くための知識・技術の習得を努力している 
D． 看護に対しておもしろさを感じている 
E． 看護師希望ではなく、偏差値で本学を選択 
F． 看護に関心がなく考えたくない 
 
   ＜2．看護職に就くことの現実性＞ 
A． 看護職は自分に合っていると思う 
B． 看護師になるため足りない知識･技術を学びたい 
C． 看護職を自分の主体性で選んだ 
D． 看護職を人に勧められ選んだ 
E． このままでなんとなく看護職に就けそうだ 
F． 看護職に就くことの現実感がない 
 
＜3．看護職への限定性＞     
A． 看護師になりたい 
B． 保健師，助産師，養護教諭のいずれかになりたい 
C． 看護師以外の医療職（医師，薬剤師他）になりたい 
D． 医療職以外になりたい 
E． 大学生活のなかで決定するつもり 
F． どの職業に就きたいかわからない 
 
＜4．看護職の選択理由＞ 
 A． 就職先がある 
B． 人とのふれあいを得たい 
C．  人々の健康に貢献したい 
D．  経済的余裕を得たい 
  E． 新しい知識を得たい 
F．  社会的地位を得たい 
 
Ⅲ 理想の看護師像 
 理想像を自由記載 
 理想像に影響を与えた因子を20項目から複数回答 
 
 
結果と考察 
Ⅰ 職業選択･職業決定について 
 職業選択・決定についての集計結果を表2および図
1に示した。 
表２ 職業選択・決定についての平均得点 
項目 A B C D E F 
得点 4.6 4.5 2.4 3.8 2.8 1.6
図 1　Ⅰ職業選択・決定について(ｎ=117人 )
0% 25% 50% 75% 100%
A.職業選択は価値が大きい
B職業選択は納得いく判断を
C.職業は運による
D就職の話題が気になる
E何をしたいかわからない
F職業選択を考える暇ない
とてもあてはまる あてはまる
どちらかといえばあてはまる あまりあてはまらない
あてはまらない
 『A 職業を選択することは、人生において価値の大
きいものである』についての得点は4.6と高く、｢とて
もあてはまる｣｢あてはまる｣と回答した人の合計は 97％で
あった。『B.職業選択は納得のいく判断が大切』につい
ての得点は4.5で、｢とてもあてはまる｣｢あてはまる｣と回答
した人の合計は 95％であった。これらより、95%以上
の学生は職業選択を人生での価値が大きいものとして
捉え、納得のいく判断を重んじていることがわかる。 
『C職業は運による』について「とてもあてはまる」
「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と答え
た人の合計は（以下「肯定的意見」）42％であり、「あ
まりあてはまらない」「あてはまらない」と答えた人の
合計は（以下「否定的意見」）58％であった。職業を運
によると捉える学生は４割であったが、これを日本人
の国民性５）と照らしてみたところ、同様の質問に４割
の日本人が運と答えていることから、一般的な割合と
みなせる。 
『D 就職についての話題が気になる』についての得
点は3.8で、肯定的意見は87％、否定的意見は13％で
ある。『E 何をしたいかわからないため自分を見つめ
直し決めたい』についての回答は、肯定的意見 52%、
否定的意見48％である。約5割が自分を見つめ直した
いと考え、何をするか明確に決めているわけではない
ことになる。『F職業選択について考える暇がない』に
ついては、否定的意見が87％であった。職業選択は忙
しいから考えないという姿勢ではないことを示してい
る。 
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 以上 A～F の結果をまとめると、職業選択・決定を
人生において価値の大きいものとして捉え、納得のい
く判断をするものであると真摯に捉えている。そして
自分が何をしたいかまだ明確でないと回答した学生が
約5割いることが示された。職業は｢運｣と回答した人
が約4割いることは、本調査での看護学生に特有の値
ではなく、一般的な値と一致していた。 
 
Ⅱ 看護職への関心・認める価値について 
〈１医療・看護に対する関心〉についての集計結果
を表3および図2に示した。 
 
表３ 医療・看護に対する関心についての平均得点 
項目 A B C D E F 
得点 3.7 3.7 3.6 34 2.0 1.4
 
図2　Ⅱ1　医療・看護に対する関心（n=117人）
0% 25% 50% 75% 100%
A.医療ニュースを気にしている
B.看護の話題が気になる
C.看護に就くため努力中
D.看護に面白さを感じている
Ｅ.偏差値で本学を選択
Ｆ.看護に関心がない
とてもあてはまる あてはまる
どちらかといえばあてはまる あまりあてはまらない
あてはまらない
 『A.医療関連ニュースを気にしている』についての
得点は3.7であり、『B.看護の話題が気になる』につい
ての得点も3.7である。両者の肯定的意見はそれぞれ
91％と89％であり、約9割の学生が医療・看護関係の
ニュースに関心を持ち、看護の話題も気にしているこ
とがわかる。    
『C.看護職に就くための知識・技術の習得を努力し
ている』についての得点は3．6であり、肯定的意見は
89％である。『D.看護に対して､おもしろさを感じてい
る』についての得点は3.4であり、肯定的意見は84％
である。『E.看護師希望ではなく、偏差値で本学を選択
した』についての肯定的意見は2 割であり、否定的意見は
77％であった。従って入学動機として、約2割の学生
は偏差値から本学科を選択している。同様の質問に関
して河村６）は、看護師志望強度の調査結果から「どち
らともいえない」「あまりなりたくなかった」「絶対な
りたくなかった」と回答した学生が 20%いることを報
告し、土屋７）は３割強であることを述べている。これ
から考えると、看護師をしていなかったという意見が
23％であることは、特別な数値ではないと判断する。
次に『F.看護に関心がなく考えたくない』についての
得点は1．4と低く、肯定的意見は3％と非常に少ない。
看護に対して関心を持っている学生が圧倒的に多いこ
とになる。 
以上A～Fの結果より､学生は医療・看護について約
9 割が興味や関心をもち、看護職に就くための知識・
技術の習得に努力している。看護におもしろさを感じ
ている学生は8.5割と多い。入学時点において、看護
師希望ではなく偏差値により選択した学生が約 23％
存在するが、看護学生として専門科目を学び看護学実
習を体験することにより、医療や看護について興味や
関心を持ち、知識や技術を身につけようとしているこ
とがわかる。 
 
続いて〈2 看護職選択の現実性〉についての集計結
果を表4および図3に示した。 
 
表４ 医療・看護に対する関心についての平均得点 
　図3　Ⅱ2　看護職に就くことの現実性(n=118人)
0% 25% 50% 75% 100%
Ａ.自分に合っていると思う
B.足りない知識・技術を学びたい
C.看護職を主体性で選択した
D.看護職を人に進められた
E..なんとなく看護職につけそう
Ｆ.看護職への現実感がない
とてもあてはまる あてはまる
どちらかといえばあてはまる あまりあてはまらない
あてはまらない
 『A.看護職は自分にあっていると思う』についての
得点は3.1である。肯定的意見は75％、否定的意見は
25％であるから、2.5 割の学生は看護職が自分に適し
た職業であると捉えていないことがわかる。『B. 看護
職に就くために必要な知識や技術をもっと学びたい』
項目 A B C D E F 
得点 3.1 4.0 3.9 1.9 3.3 2.7
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 についての得点は4．0とA～Fのうちで最も高く、｢と
てもあてはまる｣34％、｢あてはまる｣43％であった。これを
合わせると約8割が看護職のための知識や技術を学ぼ 
うとし、「とてもあてはまる」という強い姿勢を示して
いる。A で看護職が自分に合わないと回答した学生も
学ぶ姿勢を示していることがわかる。この学習意欲の
高さは、専門職を志向する学生として評価できる点で
あり、学校側が教育内容を充実させることにより、よ
り学生が成長することが予測される。 
『C.看護職を自分の主体性で選んだ』についての得
点は3.9であり、「とてもあてはまる」が31％と多い。 
肯定的意見は約72％になり、看護職の選択は自分の主
体性であることを明確に示している。『D. 人にすすめ
られたので看護職をやろうと思った』についての得点
は1.9と低く、肯定的意見は22％と少ない。Ｃ，Ｄを
考え合わせると、自分の職業選択に対する意志を尊重
し、主体的に看護職を選択してきた集団といえる。『E.
このまま大学で勉強していれば、看護職になんとなく
就けそうだ』についての得点は3.3であり、肯定的意
見は80％、否定的意見は20％である。看護職に就ける
ことの見通しを持っている学生は8割と多い一方、そ
うではない学生が 2 割いる。見通しを持っていない 2
割の学生は、さらに自己を高めなければ看護職に就け
ないと考える向上心によるものか、あるいは看護職に
就けるかどうか不安のいずれかであろうと考える。 
『F.看護職に就くことの現実感がない』について、
｢とてもあてはまる｣は 11％、｢あてはまる｣は 17％であり、
合わせて 28％が現実感を持っていないと回答してい
る。全体を肯定的意見と否定的意見の二つに分けると、
それぞれ51％と49％になり、半数は看護職に就くこと
に現実感を抱いているが、半数はそうでない学生がい
ることがわかる。 
以上 A～F の結果により、自分が看護職に就くこと
について7.5割が適していると判断し、約8割が主体
的な判断に基づいて看護職を選択・決定してきたこと
がわかった。そして受け身の姿勢でいるのではなく、
努力を重ね知識や技術を習得し、看護職に就くため自
己を高める意欲を4.0という高得点が示している。し
かし将来看護職に就くという現実感をもった学生の割
合と現実感をもたない学生の割合がほぼ等しいことが
わかった。これはおそらく、社会に出ていない立場で
あるため現実感が薄いのではないかということと、看
護職につくには、学ばなければならないことがまだま
だあるという意識が強く、一人前の看護職にはとうて
い及ばないと捉えていることの表われではないかと考
える。 
 
次に〈3 看護職への限定性〉に関する項目の集計結
果を表5および図4に示した。 
 
表５ 看護職への限定性平均得点 
　図4　Ⅱ3　看護職への限定性　(n=118人 )
0% 25% 50% 75% 100%
Ａ.看護師
B.保健師,助産師,養護教諭
C．看護職以外の医療職
Ｄ.医療職以外
Ｅ.大学生活のなかで決定
Ｆ就きたい職がかわからない
とてもあてはまる あてはまる
どちらかといえばあてはまる あまりあてはまらない
あてはまらない
 『A.看護師になりたい』についての得点は3.6であ
り、肯定的意見は83％、否定的意見は17％である。A
～Ｆのうち肯定的意見の割合が最も多い。『看護師に
なりたいと思った時期』について記入している40人を
みると、幼児期2人、小学校4人、中学校7人、高校
19人、大学8人であり、進路決定の時期に当たる高校
時代が最も多い。看護学科入学後に志向した学生は８
人である。入学後の関わりが重要といえる。 
『B.保健師、助産師、養護教諭のいずれかになりたい』
についての得点は3.0であり、看護師に次いで高い。
肯定的意見と否定的意見に分けると、それぞれ 58％、
42％であり、看護職の中でも6割近くが保健師，助産
師，養護教諭になりたいと考えている。『そう思った時
期』について記入している 49 人をみると、中学校 7
人、高校14人、大学24人であり、大学での決心が最
も多い。これは、学年進行とともに看護の専門職の多
様性を学ぶなかで看護師以外の専門職を知り、保健師，
助産師，養護教諭を志向したためであろう。 
『C.看護職以外の医療職(例：医師、薬剤師等)にな
りたい』についての得点は、1.9 と低く、肯定的意見
は19%、否定的意見は81%であった。看護職に限定して
志向していることがわかる。 
『D.医療職以外になりたい職業がある』についての
得点は2.1であり、肯定的意見は28％であり、否定的
意見は 82%である。約 7 割が医療職に限定し、医療職
項目 A B C D E F 
得点 3.6 3.0 1.9 2.1 3.0 2.3 
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 以外に対して否定的意見であるが、中には料理関係な
ど他の職業に就きたいと考えている学生が存在してい
ることがわかった。 
『E.将来どんな職業につくかは大学生活を送りなが
ら決定していくつもりである』についての得点は 3.0
であり、肯定的意見は62％、否定的意見は38％である。
否定的意見が多い学年をみたところ、1 年生と 4 年生
であった。理由として考えられるのは、1 年生は入学
してから日も浅く、看護職を広い意味で捉えてはいる
ものの具体的でないことと、4 年生はすでに就職を決
定している時期であり、この質問は妥当ではないと推
測される。1 年生に看護職のイメージがあまり具体的
でないことについては、後述の『Ⅲ．理想の看護師像』
で詳述する。 
『F.自分がどんな職業につきたいかわからない』に
ついて、肯定的意見は 19％と少なく、81%は自分が将
来就きたいと希望している職業が明確であると答えて
いる。 
以上 A～F の結果より、本調査の看護学生は、自分
が将来就きたい職業について約8割は明確な考えを持
ち、それは医療職の中でも看護職に限定されていた。
また、看護職に就きたいと思った時期は、回答のあっ
た 49 人をみると、進路を決定する｢中学～高校時代｣
に21人、｢大学入学後｣に24人と、二つに大別される。
大学入学後の関わりが重要といえる。 
 
次に、＜4 看護職の選択理由＞に関する項目の集計
結果を表6および図5に示した。 
 
表６ 看護職の選択理由についての平均得点 
図5　Ⅱ4　看護職の選択理由(n=117人 )
0% 25% 50% 75% 100%
A.就職先がある
B.人とのふれあい
C.健康に貢献したい
D.経済的余裕
E.新しい知識
F.社会的地位
とてもあてはまる あてはまる
どちらかといえばあてはまる あまりあてはまらない
あてはまらない
 
得点の高い順に並べると、1位は『A．人とのふれあい
を得たい』『E．新しい知識を得たい』がどちらも得点
は3.9であり、3位は『Ｃ．人々の健康に貢献したい』
が 3.8 で、4 位以下は『Ａ．就職口がある』、『Ｄ．経
済的余裕を得たい』、『F．社会的地位を得たい』であっ
た。図5が示すように、得点の最も高い『人とのふれ
あいを得たい』と、得点の最も低い『F．社会的地位を
得たい』を除き、A，C，D，Eの肯定的意見の割合に大
きな違いはない。 
以上の結果、看護師を選択する理由の上位 3 位は、
｢人とのふれあいを得たい｣「新しい知識を得たい」
｢人々の健康に貢献したい｣であった。そして「就職口
がある」「経済的余裕を得たい」という理由を看護職の
選択理由にあげた学生もそれぞれ約9割いる。ⅠA・Ⅰ
B の回答にみたように、就職することは価値が大きい
と捉えている学生は9.5割であることと経済的不況か
らの雇用率の低さから考え、就職先があることや経済
的余裕に魅力を感じている学生が多くいることは不思
議ではない。社会的地位の得点が最も低く3.1であっ
たことは、看護職の社会的地位は魅力がなく低いもの
と捉えていることによるものか、社会的地位そのもの
を職業選択理由としてあまり重要視しないとするもの
かの両方が考えられる。しかし看護職の選択理由の上
位に「人々とのふれあい」という看護職の特性や、「新
しい知識を得たい」という常に自己研鑽が必要である
点や「人々の健康に貢献」するという社会的役割に肯
定的であることから、看護職の社会的地位を魅力のな
い低いものと捉えているとは考えにくい。 
 以上Ⅰ～Ⅱをまとめると、Ⅰ職業選択・決定につい
ては、約9.5割の学生が人生において価値が大きいも
のであり、納得のいく判断をしようと考えていた。Ⅱ
〈1 医療・看護職についての関心〉については、約 9
割が興味・関心を持ち、8.5 割が看護におもしろさを
感じていた。入学時に看護師希望ではなく偏差値で選
択した学生が約2割いるが、医療や看護について関心
を持ち、知識・技術を身につける努力をしている。〈2
看護職選択の現実性〉は、7.5 割が看護職は自分に適
していると判断し、約2割はそうではなかった。選択
したのは自らの主体性であり、受け身ではない。また
知識・技術を学びたい意欲が高く、看護職が適してい
ないと捉えている学生も学ぶ意欲を持っている。〈3
看護職への限定性〉は8割が看護職志向で、保健師，
助産師，養護教諭志望は6割であった。看護職以外の
医療職志向は2割弱であり、看護職に限定している学
生がほとんどであった。〈4看護職の選択理由〉につい
ては、上位3位は「人々とのふれあいを得たい」「新し
い知識を得たい」「人々の健康に貢献したい」であった。
これは看護の社会的役割を評価しているものと判断す
項目 A B C D E F 
得点 3.7 3.9 3.8 3.6 3.9 3.1 
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 る。 
 全体として、看護師希望でなく偏差値で看護系大学
への入学を決定した学生や看護職が自分に合っていな
いと捉えている学生が2～2.5割前後存在するが、全体
として医療・看護への関心が高く、約8割がもっと知
識・技術を学びたいとして、学習意欲が高い。入学後
4 年間の学習体験のなかで、看護職を志向するように
なり、専門の学習への意欲が高まることから、大学側
がいかにそれらに計画的、効果的に関わるかというこ
との重要性が示唆される結果となった。 
 
 
Ⅲ 理想の看護師像について 
『理想の看護師像』の記述内容 
理想の看護師像を記述している学生は91人であり、
学年ごとの内訳をみると、1年生17人、2年生14人、
3年生29人、4年生31人であった。記述内容を文節ご
とにまとめると、エピソードの記述数は251文であり、
1 年生 34 文(13.5%)，2 年生 39 文(15.5%)，3 年生 88
文(35%)，4年生90文(36%)であった。学年別にみて3・
4年生の記述者数・記述内容が多く、1・2年生のほと
んどが理想の看護師像を描けないことが分かる。この
背景には、１年生は入学まもない時期であること、２
年生は、生活援助に関する単元は履修しているが、看
護学実習としては医療施設の見学実習を終えた段階で
あり、自分たちが目指している職種に対してまだ漠然
としたイメージしか持っていないことが推察される８）。
従って理想の看護師像を描けるかどうかとういことが、
専門職者としての職業準備性を整える１つの指標とな
るのではないかと考えた。よってここでは、『理想の
看護師像』について自由記載された91人を対象に、Ｋ
Ｊ法に準拠した方法で解析した。その結果、251 文を
類似しているエピソード同士でまとめると101エピソ
ードに分類された。なおこの際、どのエピソードにも
属さない分類不能な文が、43文あり、これらは対象外
とした。更に101エピソードを質的類似性によりまと
めると、25下位要素、7上位要素に分類でき、最終的
に 1)人としての資質､2)専門職者としての資質、3)豊
かな人間性と自己成長の3ユニットにまとめられた。                  
次に学年ごとに『理想の看護師像』から得られたエ
ピソードを空間配置し、４年間の職業準備性を「いつ」
の時期に、「何が」変化したかをみた。 
 
１．人としての資質 
このユニットは、人とかかわる上で人としての臨む
態度を示し、「優しい」「親しみやすい」「明るい」「行
動力がある」の4要素が含まれている（以下：「 」を要素、
＜＞をエピソードと記述する）。 
このユニットに関連した要素とエピソードの数と記
述内容は、表7の通りである。 
 
表７ 人としての資質          ｎ=91(人) 
要素 エピソー ド 1年 2年 3年 4年 
優しい 1 5 3 1 
思いやりがある優しさ 1  2 
厳しい優しさ   1 
穏やか。    1 
 
 
優しい 
意志の強い優しい人。   1 
親しみやすい     1 1 1  
好かれる 1 1  
フレンドリー  1  
距離感を感じさせない 1  1 
話しかけやすい   1 
ユーモアある   1 
 
 
親しみ 
やすい 
楽しく話している   1 
明るい 2   1 
ハキハキしている。 1   
笑顔 1 2 4 5 
生き生き 1   
 
 
明るい 
生き甲斐を感じている 1   
てきぱき仕事ができる 1  1 
キビキビ仕事のできる 1   
疲れを見せない人 1   
良く気がつく 1   
感情に左右されない  1  1 
細かなことにこだわらない 1  
 
 
 
行動力
がある 
時間をうまくやりくりする  2 
  合計 14 13 16 12 
 
 
本調査の看護学生は、「優しい」「親しみやすい」
「明るい」といった人としての資質を、どの学年も大
切と捉えていた。そして表7にみるように1年次では、
看護師の行動力を＜てきぱき＞＜きびきび＞とした視
覚的行動として捉えていたが、3・4年次にはその数は
減少し、専門職としての資質（表8・表9）である具体
的行動内容の要素が増えてきている。このことは、看
護師の行動を抽象から具体へ変化させていると考えら
れるのではないか。また看護学原論・看護理論・専門
教育科目を学ぶなかで、人としての資質を他者と関わ
るときに必要不可欠なありようと捉え、看護の基盤に
していると考える。特に4年次には、優しさの中にも、
＜思いやりがある優しさ＞＜厳しい優しさ＞＜意志の
強い優しい人＞と表現し、患者様と接する状況に応じ
た優しさの意味を理解してきていると考える。従って
学生は、4 年間を通して人の資質を看護職としてのあ
りように置きかえて、より抽象的イメージから看護職
としてのより具体的イメージへと変化させていると推
察される。これらのことより看護学生が専門職者とし
ての特性を理解する段階といえるのではないか。 
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 ２．専門職としての資質 
このユニットは、1)専門職者としての知識・技術・
判断・質のよいケア、2)細やかなケア、3)家族・他職
種との連携、4)安寧の４上位要素が含まれている。専
門職者としての知識・技術・判断・質のよいケア（表
8）には「知識がある」「技術がある」「観察力がある」
「思考力がある」「判断力がある」「科学的ケアがで
きる」の 6 下位要素であった。細やかなケア（表 9）
には「個別的ケア」「自立へのケア」「具体的ケア」
の3下位要素であった。家族・他職種との連携（表10）
には、「チームで支える」「家族を視野にいれる」の
2下位要素であった。安寧（表11）には、「信頼され
る」「安心できる」「寄り添う」「親身になる」の 4
下位要素であった。このユニットに関連した要素とエ
ピソードの数と記述内容は、表8～11の通りである。 
 
表８ 専門職者としての知識・技術・判断・質のよいケア  ｎ=91(人) 
要素 エピソード 1年 2年 3年 4年
幅広い知識 2  2 1
正しい知識   1 3 3
最良の看護を行える知識  1  1
専門知識     1   
 
 
知識が
ある 
医学的知識    1
技術 1   1 1
優れたケアの技術   1 3 3
専門性の高い技術    2
 
技術が
ある 
ニーズに答えられる技術       2
客観的な観察力  1 1  
注意力がある     1   
広い視野をもつ   1  
 
観察力
がある 
小さな可能性も見逃さない     1   
もの事を理論的に考える       1
統合的なアセスメント能力       1
 
思考力 
がある 看護過程を展開する能力     1   
判断力 1 1 1  
臨機応変に対応できる     2   
 
判断力
がある 機械的に判断しない   1  
医療的知識から科学的看護    1     
キュアだけでなくケアもできる    1   
エビデンスに基づいたケア    4
 
科学的
ケアが
できる 
目的を明確にした意図的ケア      1
 合計 4 6 20 21
        
表９ 細やかなケア           ｎ=91(人) 
要素 エピソード 1年 2年 3年 4年
１人１人にあった看護 1 1     
よりよいケア   1 1   
主体的に看護を展開する   1  
個別性を生かすケア       1
 
 
個別的 
ケア 
最優先とするサービス       1
自立を助けられるケア   1     自立への
ケア 元の生活に早く戻れるケア  1  
ベッドサイド環境を整える   1   
指導するのが上手       1
 
具体的 
ケア ベッドサイドに行く時間が多い   1 1
  合計 1 3 5 4
 
表10 家族・他職種との連携       ｎ=91(人) 
要素 エピソード 1年 2年 3年 4年
患者と医療者の橋渡し役割 1       
他職種とコミュニケー ションを大事にする  1     
他職種間で連携をとる    2
 
チーム
で支え
る 
職種間に自分の意見を伝える       1
患者家族を中心とする       1家族を
視野 患者様・家族に向き合う       1
  合計 1 1 0 5
    
表11 安  寧             ｎ=91(人) 
要素 エピソード 1年 2年 3年 4年
患者・他職種から信頼される 1   1   
患者から信頼される   2   3
患者様の頼りになる存在   1 3
 
 
信頼 
される 
信頼のおける人間性     1   
患者様に安心感を与える 1   1 1
患者・家族に安心感を与える   1  
患者様の心を理解     1 2
患者様の思いをくみとる   2  
 
 
安心  
できる 
状態にいつも目を配れる       1
患者様の心の支えになる 1       
患者様の心のケア  1  1 1
患者・家族の思いを察した配慮   1   
患者様の気持ちを察する   1 1
 
 
 
寄り添う 
患者様の心に寄り添う       1
自分事を真剣に考えてくれる   1   
なんでも相談に乗ってくれる  1  
 
親身に 
なる 親身になって接する       2
  合計 4 2 13 15
 
１年次では、人としての資質を視覚的行動として捉
えていたが、表8にみるように、3・4年次には専門職
者としての資質である、看護職としての「知識がある」
「技術がある」「観察力がある」「思考力がある」「判
断力がある」「科学的ケアができる」などと具体的現
象から、看護職として必要な専門的能力として表現さ
れている。これは看護の方法を学ぶ中で獲得されてき
たものであり、表 8～表 9 からも分かるように、学年
が進むにつれ、より具体的に専門職者としての行動が
イメージでき、専門職者に必要な能力として捉えてい
ると考えられる。4 年次には、「正しい知識」「優れた
ケアの技術」「エビデンスに基づくケア」が患者様の安
全を守り、安寧を与え、より個別な細やかなケアが行
えることを、看護学実習を通して学んでいるのではな
いか。更に患者様を、家族をも含めた医療チームで支
えることの意味を理解し、医療チームの一員としての
自己の位置づけが明らかになり、組織に所属する準備
性が整い始めている前段階といえるのではないか。ま
た、専門教育科目・看護学実習を通して専門職者とし
ての、「知識・技術・判断・質のよいケア」「細やかなケア」、
「他職種との連携」「安寧」といった、看護職として必
要な細やかな資質が考えられるようになり、看護職と
滋賀医科大学看護学ジャーナル，3(1),55-63
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 しての思考が分岐してきていることが推察される。従
ってこれらのことより、看護の専門的知識を習得し、
看護の方法を理解する段階といえるのではないか。 
 
３．豊かな人間性と自己成長 
このユニットは、1)他者への尊重、2)看護職として
の資質の2上位要素が含まれている。他者への尊重（表
12）には、患者様と「関わる姿勢」「向き合う姿勢」「受
け止める姿勢」の3下位要素であった。看護職として
の資質（表13）には、看護職として「成長し続ける」
「誇りを持つ」「豊かな感性」の3下位要素であった。
このユニットに関連した要素とエピソードの数と記述
内容は、表12～13の通りである。 
 
表12 他者への尊敬           ｎ=91(人) 
要素      エピソード １年 2年 3年 4年
丁寧な話し方 2 1   1
温かい     1   
関わる
姿勢 
人の痛みがわかる     2   
患者に対して共感的  2  3向き合
う姿勢 人と人、１対１で向きあう   1     
話を良く聴いてくれる     5 1
話を聴きしっかりと受け止める   1 1
受け止
める 
姿勢 傾聴       2
  合計 2 4 9 8
 
表 13 看護職としての資質       ｎ=91(人) 
 要素       エピソード 1年 2年 3年 4年
自分に満足せず勉強する 1    
自分に満足せず成長し続ける  1       
日々新しい知識を得る  1  3
向上心がある       2
 
 
成長し 
続ける 
自己を高める    2
看護について自分の考え持
つ 
  1 1   
仕事に責任を持つ     4 1
仕事に誇りを持つ   1  
 
 
誇りを 
持つ 
看護にやり甲斐を感じる     2   
人間性が豊か       2
感受性が豊か    1
気づける感性を持つ       1
 
豊かな 
感性 
人間性と理性を合わせ持つ    1
  合計 2 2 8 13
 
専門職者としての特性を理解する段階、看護の専門
的知識を習得し、看護の方法を理解する段階を経て、
看護学生たちは、看護職としての職業準備性が整って
くる段階に至るのではないか。看護学実習を通し、実
際に患者様にケアする中で、多様な看護の視点に気づ
かせてくれる他者との出会いのなかで、「他者への尊
敬」を尊び、自己と他者の違いを知ることで、専門職
者としての他者と＜関わる姿勢＞＜向き合う姿勢＞、
他者を＜受け止める姿勢＞を学んでいると考える。ま
た、学年が進むにつれて、生涯を通して学び続ける、
積極的に取り組む必要を感じ、適切なケアを行うため
には、満足せず＜勉強する＞＜成長し続ける＞ことから
＜日々新しい知識を得る＞＜向上心がある＞＜自己を
高める＞といった、自己成長から専門的な自己研鑽を
積むことに重きを置き、看護職として日々成長しつづ
ける自己の姿がイメージできてきたと考えられる。 
次に看護職としての資質に、3 年次には、＜仕事に
責任を持つ＞＜仕事に誇りを持つ＞＜看護にやり甲斐
を感じる＞といった、看護の専門職者としての自意識
が高まってきているといえる。これは、3 年次が職業
的責任を強く感じ始める時期であることを示すのかも
しれない。 
4 年次になると、看護職としての資質に＜豊かな感
性＞をあげていることが特徴といえる。このことは、
看護学生が看護学実習で出会う多くの看護師と自己の
あるべき姿を重ねることで、看護職として＜人間性が
豊か＞＜感受性が豊か＞＜気づける感性＞が資質とし
て重視される職業であることを認識し始めている時期
なのかもしれない。従ってこれらのことより、4 年次
は、これらから理想の看護職としてあるべき自己の姿
を明確化する段階といえるのではないか。 
 
続いて理想の看護師像に対する影響因子と合わせ
て考える。理想の看護師像の形成に影響を与えた因子
についての集計結果を図6に示した。 
図6 　理想の看護師像への影響因子
 (複数回答：n=91人)
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理想の看護師像を記述していた91人の回答のうち、
上位5位の回答は「過去に出会った看護師」44人、次いで
「テレビドラマ」」23人、「教職員」並びに「本」19人、「特
になし」16人の順であった。これらのことより、過去に
自分や家族が病気を患った際に出会った看護師、また
四年制大学の看護学生における職業準備性
－62－
 は実習で出会った看護師に最も多くの影響を受けてい
ることがわかる９）。実際に出会った心ひかれる看護
師・教職員は、あの人のようになりたいという憧れの
存在であるとも考えられ、将来の看護職としてあるべ
き自己の姿をより明確化する理想の姿といえるのでは
ないか。また自分(家族)が苦しい時、看護師の援助を
受け心が癒されるという体験が、看護学生の理想の看
護師像に影響を与え、患者(家族)の身体のみならず＜
心のケア＞（表 5）ができる看護師を理想として描く
ようになったのではないかと思われる。他の影響因子
をみると、テレビドラマや本等のマス・メディアから
も影響を受けていることがわかる。医療現場を扱うテ
レビ番組は多く、そこに登場する看護師はいつも明る
く表情が豊かで楽しそうに働いており、周囲の医療ス
タッフや患者様とともに経験を重ね成長していく。こ
ういった看護師の姿から学生達は大きな影響を受けて
いると推察される。 
以上の結果より、本研究の看護学生は、『理想の看護
師像』の記述内容から、視覚的に捉えていた看護師の
行動特性をより具体的に捉え直し、看護師の資質を具
体的現象から本質へと記述し、 『理想の看護師像』を
より明確にしていた。これらのことより『理想の看護
師像』を明確化することで、看護職としての職業準備
性を段階的に発展させているといえるのではないか。
それらは必ずしも一直線に進むものではないが、看護
の専門的知識を学ぶにつれ、専門職者としての資質を
より具体的に示し、専門職者として必要な知識・技術
だけでなく患者様への安寧と他者への尊敬を価値とし
て捉え、目指すべき理想の看護職としての姿をより明
確化し、専門職者としての役割意識を高めていると考
えられる。そう考えると理想の看護師像を描けるか否
かは、教育内容・方法によって大きく影響されること
を示唆しているといえる。逆に教育内容・方法から教
育効果を推測することが可能と考えるならば、専門職
看護師養成教育型 10）といわれる今日、学校単位での
個性ある教育が期待されているだけに、より豊かな教
育内容・方法を工夫・創造することが求められている
と考える。 
 
結論  
 四年制大学における看護学生が、看護職の適性や職
業準備性をどのように考えているのか明らかにするた
めに質問紙調査を行った。その結果、約 8 割が主体的
に看護職を志向し進路を取ってきたことがわかった。
さらに在学中は就職に対し真摯な姿勢を持ち、約 9 割
は、人々とのふれあい、新しい知識、健康への貢献を
看護職の魅力と感じており、約 2.5 割存在した自分が
看護職に適していると思っていない学生も、自分に不
足している知識や技術といった部分は補おうと努力し
ていることが明確化された。 
 『理想の看護師像』からは、1) 専門職者としての特
性を理解する段階、2) 看護の専門的知識を習得し、看
護の方法を理解する段階、3) 理想の看護職としてある
べき自己の姿を明確化する段階の3つのプロセスが伺
い知れた。この 3 つの段階をおって学生の職業準備性
が整えられると考えるならば、看護の基礎教育を通し
て教えられてきた価値観、規範、そして行動様式が最
も身に付きやすい 11)学生時代の 4 年間で看護職への関
心、限定性、現実性、主体性をどのように高めるのか
が看護教育の課題であり、学生が目指す『理想の看護
師像』をより具体的に描けるような教育方法やより創
造的な授業を今後模索していく必要があると考える。 
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